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四国黒潮流域における大型コケムシ群集の多様性と群集構造の変化 
広瀬 雅人 （北海道大学大学院理学研究院） 

 
背景・目的 
コケムシは群体性水生固着動物で，主に岩や貝殻上に炭酸カルシウムで構成される被覆性の群体を形成する．一方，大

型の起立性コケムシ群体は温帯域を中心に「コケムシ礁」などと呼ばれる群集を形成し，サンゴと同様に他の生物に生息場

所を提供することが知られている．これまで日本沿岸の大型コケムシ群集に関する知見は，岩手県大槌，相模湾，南西諸島

海域で調査されており，南方要素と北方要素が相模湾付近で混在していることが明らかとなっている（Hirose et al., in press）．
本研究では，サンゴ群集からコケムシ群集への移行帯における大型コケムシ群集の構造と多様性の解明を目的として，主に

高知県南西部の沿岸域を対象としてコケムシ相調査を行った． 
方法 
四国黒潮流域として高知県南西部の沿岸域においてコケムシの調査採集を行い，得られた標本から高知県沖における

大型コケムシ群集の種構成と群集構造を推定した．調査は高知南西部（大月町周辺・叶崎南方沖）および土佐湾（仁淀川

河口沖）で行った．両地点ともに船舶によるドレッジ調査を行ったほか，前者ではこれに加えて潜水調査およびサンゴ網漁

船による調査も行い，水深 130 m以浅の海底からコケムシ群体を採集した．得られたコケムシ標本は光学顕微鏡を用いて観
察した後，一部は走査型電子顕微鏡(SEM)でも観察を行った．つづいて，得られた大型コケムシ標本を先行研究と同様に，
群体形態に基いて「指状」，「塊状」，「網目状」，「葉状」，「樹枝状」の 5 タイプに分類し，高知県沖における各タイプの構成
や種数を推定すると共に他海域の知見と比較した． 
結果・考察 
高知県南西部ではおよそ 30種のコケムシが得られた．このうち大型の起立性コケムシ群体はサンゴ網によって得られた 6
種であり，そのうち 4種がアミコケムシの仲間であった（図 1）．一方，土佐湾における調査では海況に恵まれなかったこともあ
り沿岸域浅場のみでの調査となったため，大型の起立性群体は得られなかった．叶崎南方沖において得られた大型の起立

性コケムシ群体を群体形態に基づいて分類すると 3 タイプとなり，その種構成を日本の太平洋沿岸域の他海域と比較すると，
南西諸島海域や相模湾の大型コケムシ群集と高い類似性を示した．アミコケムシの仲間に代表される「網目状群体」が多数

みられる点は南西諸島海域や相模湾のものと類似しており，「指状群体」が Rhynchozoon属で構成されている点も相模湾の
群集と共通していた．一方，他海域ではツノコケムシに代表される「樹枝状群体」が，高知県沖では Celleporaria属で構成さ
れている点については，他海域と異なる結果となった． 
本調査で得られた大型起立性コケムシ群体の深度分布は，水深 110 mから 130 mの間に集中していた．現生のサンゴ礁
海域のコケムシ相についてはこれまで，サンゴの根元や岩の上を覆っている被覆性群体が多様であり，起立性群体では大

型のものはみられないことが知られている（Cuffey, 1972）．この傾向は大月町の水深 30 m以浅の沿岸域での潜水調査にお
いて同様の傾向がみられたが，一方で，水深 40 mから 70 mでのドレッジ調査ではアミコケムシの破片が多数入るなど起立
性の群体が多く見られるようになり，110 m以深でのサンゴ網調査では大型の群体も得られた．これは，深い海底では造礁サ
ンゴが生育せず，そのために大型の起立性コケムシ群体にとって固着可能な基質が十分存在するためであると考えられる．

このことから，高知県南西部では沿岸の浅場は一般的なサンゴ礁海域におけるコケムシ相の特徴を示し，水深 100 m前後
の岩場でコケムシ群集への移行がみられるものと考えられる． 

今回は限られた調査期間であったため，調査回

数や得られた群体数がともに少なかったこともあり

具体的な議論はできなかったが，相模湾との共通

種が多数観察されるなど興味深い結果も得られた．

また，本調査では複数の未記載種も得られており，

今後も調査を行うことで，高知県沿岸のコケムシ群

集の多様性解明が期待される．さらに今回，高知南

西部と土佐湾におけるドレッジ調査では，砂泥底か

ら基質に強固に固着せず生活していると考えられ

ているスナツブコケムシ科の群体も多数得られてい

ることから，今後も引き続き高知県における調査を

行い，大型起立性群体の多様性解明はもとより，こ

れら砂泥底に棲息するコケムシについても詳細な

研究を行っていきたいと考えている． 
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